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シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て 

　
　
　

      

ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
代
表　
藤
井
純
一　
　
　
　
　

　
二
年
ぶ
り
の
林
道
開
通
の
も
と
、
六
月
十
六
日
に
予
定

通
り
ヒ
ュ
ッ
テ
開
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
ど
ん
な
に
登
山
者
の
利
用
を
期
待
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。 

　
開
け
て
み
る
と
例
年
の
半
分
。
こ
れ
は
天
候
の
せ
い
だ

ろ
う
か
。
シ
ー
ズ
ン
中
に
太
陽
を
見
た
日
や
、暑
い
と
思
っ

た
日
が
何
日
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、
台
風
の
襲
来
、
厚
真
の
地
震
。
地
球
は
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

先
の
地
震
で
北
海
道
は
全
停
電
を
経
験
し
ま
し
た
。
文

明
に
依
存
し
き
っ
た
生
活
を
し
て
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
が
ダ

メ
に
な
る
と
、
大
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
。
地
震
は
ヒ
ュ
ッ
テ

に
滞
在
中
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
被
害
は
ど
ん
ぶ
り
三

個
割
れ
た
だ
け
。
ト
イ
レ
も
水
も
電
気
も
普
段
通
り
。
里

で
は
冷
蔵
庫
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
融
け
た
・
・
・
・
な

ん
て
大
騒
ぎ
。「
の
ど
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る
」。
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
出
来
事
で
す
。

　
脆
弱
な
林
道
も
、
何
と
か
こ
の
災
難
に
耐
え
ま
し
た
が
、

状
態
は
か
な
り
悪
く
、
凹
凸
の
道
に
雨
の
日
は
水
が
た
ま

り
、
車
の
走
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
退

か
な
い
水
た
ま
り
を
避
け
る
た
め
、
通
行
車
が
誤
っ
て
谷

に
落
ち
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
化
が
止
ま
ら
な
い
状
況
の
当
会
も
、
若
い

力
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
お
母
さ
ん
が
、

子
供
と
と
も
に
夕
張
岳
の
自
然
保
護
を
考
え
、
尽
力
し
た

い
と
い
う
要
望
が
出
て
き
ま
し
た
。
実
現
す
る
に
は
ど
の

よ
う
な
事
を
す
れ
ば
良
い
か
、
皆
で
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
ヒ
ュ
ッ
テ
建
設
の
進
捗
で
す
が
、
部
分
的
に
い

ろ
い
ろ
施
工
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
的
に

見
る
と
ま
だ
ま
だ
完
成
に
は
程
遠
い
状
況
で
す
。
年
次
計

画
を
た
て
て
、
皆
さ
ん
に
わ
か
る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

三
〇
周
年
記
念
講
演
会
中
止
の
お
詫
び    　
　
　
　

　
九
月
十
五
日
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
、「
自
然

と
文
化
を
学
ぶ
地
域
次
世
代
交
流
事
業
」。
そ
の
一
環
と
し

て
、
当
会
の
三
〇
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
自
然
保
護
講
演

会
）
を
開
催
す
る
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
九
月
六
日
に
未
明
に
発
生
し
ま
し
た
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
の
余
震
が
心
配
さ
れ
る
状
況
下
、
さ
ら
な

る
事
態
悪
化
を
考
慮
し
た
結
果
、
止
む
無
く
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
、
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
未
曾
有
の
こ
と
で
も
あ
り
、
何
と
ぞ
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

 

今
回
は
、
お
二
人
の
講
師
を
お
招
き
し
、
自
然
保
護
を

メ
イ
ン
の
題
材
と
し
て
、
夕
張
岳
と
の
関
わ
り
を
中
心
に

お
話
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
過
去
に
日
高
山
脈
と
夕
張
山
地
を
国
立
公
園
に
指
定
す

る
要
望
書
を
、
環
境
省
や
北
海
道
に
提
出
し
た
経
緯
等
に

つ
い
て
、
講
師
の
ご
専
門
分
野
か
ら
の
掘
り
下
げ
て
の
講

演
は
、
市
民
の
方
々
や
参
加
会
員
の
皆
様
に
は
、
き
っ
と

有
益
な
情
報
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
折
角
ご
準
備
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
是
非
と

も
同
じ
よ
う
な
機
会
を
作
り
、
再
度
仕
切
り
直
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　準備したリーフレット 
この他、後援手配や祝辞
など準備はしていました
が、自然には勝てず。。 
またの機会には、ぜひご
参加ください。 

　　　　ヒュッテと炊事棟 
「暖炉」と内外装等を中心に工事を進めて
いく予定となっています。

注 力 し て き た 
「 五 右 衛 門 風 呂 」
も概ね完成に近づ
いてきました。



平
成
３
０
年
度
の
ヒ
ュ
ッ
テ
運
営
始
ま
る

「
３
０
年
度
ヒ
ュ
ッ
テ
開
き
式
典
」

ア
ポ
イ
岳
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
交
流
学
習
登
山
会

６
月
１
７
日
に
平
成
３
０
年
度
の
夕
張
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
の
小
屋

開
き
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
夕
張
市
教
育
委
員

会
、
北
海
道
庁
、
夕
張
市
消
防
、
空
知
森
林
管
理
署
か
ら
来

賓
と
し
て
お
こ
し
い
た
だ
き
、ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
林
道
が
ゲ
ー
ト
か
ら
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
た

め
、
ヒ
ュ
ッ
テ
開
き
式
典
に
つ
い
て
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
、
ヒ
ュ
ッ
テ
管
理
運
営
委

員
会
の
河
村
元
事
務
局
長
の
ご
家
族
よ
り
、
寄
付
金
と
河
村

氏
が
制
作
し
た
版
画
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
版
画
は

ヒ
ュ
ッ
テ
の
一
番
目
立
つ
場
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
官
民
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
の
日
。
空
知
振
興
局
か
ら

３
名
、
栗
山
警
察
署
か
ら
６
名
、
道
１
名
、
他
２
名
、
コ

ザ
ク
ラ
の
会
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
石
原
平
の
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
が
見
ご
ろ
で
綺
麗
で
し
た
。
貴
重
種
の
調
査
で
は
、
シ

カ
の
食
痕
の
ほ
か
に
も
ウ
サ
ギ
の
食
痕
も
見
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、
高
山
植
物
全
体
に
お
い
て
は
、
温
暖
化
の
影
響

が
否
め
ず
、
開
花
時
期
や
訪
花
昆
虫
の
行
動
に
も
、
影
響
が

出
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
の
で
、
今
後
と
も

継
続
的
な
観
察
活
動
が
大
事
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

６
月
２
３
日
・
２
４
日
で
ア
ポ
イ
岳
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

と
当
会
の
交
流
学
習
登
山
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
が
幹
事
役
に
な
り
ま

す
。
ア
ポ
イ
岳
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
か
ら
は
田
中
会
長
を
含

め
４
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
３
日

ヒ
ュ
ッ
テ
で
の
学
習
会
で
、
会
の
運
営
に
関
す
る
課
題

点
、
年
度
レ
ベ
ル
で
の
実
行
計
画
案
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
会
は
進
み
、
懇
親
会
も
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。 

　
翌
日
の
朝
に
は
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
や

ん
で
予
定
通
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
終
始
ほ
と
ん
ど
雨

に
は
あ
た
ら
ず
に
行
動
が
で
き
ま
し
た
。
視
界
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
た
く
さ
ん
の
高
山
植
物
を
観
察
で
き
ま
し
た
。

水
永
さ
ん
は
お
若
い
な
が
ら
植
物
の
分
野
で
博
士
号
を
取

得
し
て
い
る
ほ
ど
詳
し
く
、
感
心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。 

 

石原平のシラネアオイの群落

夕張市今教育長のご挨拶

恒例の流しソーメンでクールダウン

高山植物にはとても詳しいアポイファンクラブのメンバー 
出発前にヒュッテ前で記念撮影
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後
日
、「
夕
張
岳
に
咲
い
て
い
た
花
た
ち 

」（
田
中
正
人　

水
永

優
紀　
調
査
）
と
い
う
花
の
調
査
一
覧
を
頂
き
ま
し
た
。

ア
イ
ヌ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
（
ア
ポ
イ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
）、
イ
ワ
ウ
メ
、

イ
ワ
ツ
ツ
ジ
、
ウ
コ
ン
ウ
ツ
ギ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
エ
ゾ
イ
チ

ゲ
、
エ
ゾ
イ
チ
ゴ
、
エ
ゾ
イ
ワ
ハ
タ
ザ
オ
、
エ
ゾ
ノ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
、

エ
ゾ
ノ
ヨ
ツ
バ
ム
グ
ラ
、
エ
ゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
エ
ゾ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

ボ
ク
、
エ
ゾ
ボ
ウ
フ
ウ
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、
オ
オ
ツ
リ
バ
ナ
、
オ
オ
バ

キ
ス
ミ
レ
（
ケ
エ
ゾ
キ
ス
ミ
レ
）、
オ
オ
バ
ミ
ゾ
ホ
ウ
ズ
キ
、
オ
ガ
ラ

バ
ナ
、
オ
ク
ク
ル
マ
ム
グ
ラ
、
カ
ラ
マ
ツ
ソ
ウ
、
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

ク
ル
マ
バ
ソ
ウ
、
ク
ロ
ウ
ス
ゴ
、
ク
ロ
ツ
リ
バ
ナ
、
ケ
ヨ
ノ
ミ
、
コ
ガ

ネ
イ
チ
ゴ
、
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
コ
ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
、
コ
メ
バ
ツ
ガ

ザ
ク
ラ
、コ
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ
、サ
ン
カ
ヨ
ウ
、シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
、シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
ズ
ダ
ヤ
ク
シ
ュ
、
タ
カ
ネ
グ
ン

バ
イ
、
タ
カ
ネ
タ
ン
ポ
ポ
、
タ
ニ
ギ
キ
ョ
ウ
、
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
チ
シ

マ
フ
ウ
ロ
（
エ
ゾ
グ
ン
ナ
イ
フ
ウ
ロ
）、
チ
ン
グ
ル
マ
、
ツ
バ
メ
オ
モ

ト
、
ツ
ル
シ
キ
ミ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ナ
ン
ブ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
、
ノ
ウ
ゴ
ウ

イ
チ
ゴ
、
ノ
ビ
ネ
チ
ド
リ
、
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
、
ハ
ク
サ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
、

ヒ
メ
イ
チ
ゲ
、
ヒ
メ
ゴ
ヨ
ウ
イ
チ
ゴ
、
ヒ
メ
ナ
ツ
ト
ウ
ダ
イ
、
フ
ッ
キ

ソ
ウ
、
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ミ
ツ
バ
オ
ウ
レ
ン
、
ミ
ネ

カ
エ
デ
、
ミ
ヤ
マ
ア
ズ
マ
ギ
ク
、
ミ
ヤ
マ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
オ

ダ
マ
キ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ヌ
タ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
ポ

ウ
ゲ
、
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ
、

ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ

ル
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、

ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
、
ム
シ

ト
リ
ス
ミ
レ
、
ム
ラ
サ

キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
、
ヤ

マ
ガ
ラ
シ
、
ユ
ウ
パ
リ

コ
ザ
ク
ラ
、
ユ
ウ
バ
リ

ソ
ウ
、
ワ
タ
ス
ゲ



　
 

第
２
回
自
然
と
文
化
を
学
ぶ 

　
　
　
　
　
地
域
次
世
代
間
交
流
事
業

今
年
一
番
の
出
来
事　
谷
口　
誇
吾
郎
（
中
３
）

７
月
２
１
日
～
２
２
日
に
て
、
参
加
者
＋
ス
タ
ッ
フ
総
勢

３
８
名
で
、「
第
２
回
自
然
と
文
化
を
学
ぶ
地
域
次
世
代
間

交
流
事
業
」
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
土
曜
日
の
天
気
は
曇
り
で
し
た
が
気
温
も
上
が
り
、
子
供

た
ち
は
元
気
に
川
遊
び
や
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
に
参
加
し
ま

し
た
。
夕
食
は
定
番
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。
３
升
炊
き
の
大
き

な
ガ
ス
釜
で
ご
飯
を
炊
い
て
、
子
供
用
に
作
っ
た
の
甘
口
カ

レ
ー
を
い
た
だ
き
ま
す
。
夕
食
後
の
夜
の
部
は
、「
夕
張
岳

と
石
」「
宇
宙
の
ふ
し
ぎ
」
の
２
本
立
て
の
ス
ラ
イ
ド
上
映

が
あ
り
、
大
人
も
方
々
も
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
Ｔ
Ｖ
撮
影
班
や
他
団
体
の
宿
泊
と
重
な
り
、
新
ヒ
ュ
ッ

テ
が
完
成
し
て
か
ら
最
大
の
宿
泊
者
で
賑
や
か
で
し
た
。

　
翌
朝
は
弱
い
霧
雨
の
状
況
で
し
た
が
、
予
報
で
は
午
後
か

ら
回
復
す
る
と
の
情
報
で
し
た
の
で
、
３
班
に
分
か
れ
て

予
定
通
り
出
発
。
途
中
で
引
き
返
し
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し

た
が
、
多
く
の
参
加
者
が
頂
上
ま
で
上
が
り
、
無
事
登
山
を

終
え
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
登
山
を
終
え
て
も
元
気
い
っ

ぱ
い
で
、
飽
き
ず
に
川
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

私
が
「
自
然
と
文
化
を
学
ぶ
地
域
次
世
代
交
流
」
に
参
加
し

た
き
っ
か
け
は
、
小
学
校
で
の
「
夕
張
岳
登
山
」
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
当
日
は
清
水
沢
に
集
ま
り
、
そ
こ

か
ら
ヒ
ュ
ッ
テ
に
向
い
ま
し
た
。
夕
張
岳
の
駐
車
場
に
は
全

面
開
通
し
て
い
な
い
時
（
途
中
ま
で
し
か
行
け
な
か
っ
た
と

き
）
に
し
か
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
そ
れ
よ
り
長
く
て
少
し

不
安
に
な
り
ま
し
た
。
ヒ
ュ
ッ
テ
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
広

く
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
夜
の
石
の
先
生
の
話
で
は
、
蛇
紋
岩
の
こ
と
を
詳
し
く

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
登
山
体
験
を
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
登
り
は
じ
め
に
は
変
な
と
こ
ろ
に
力
が

入
っ
て
し
ま
い
、
冷
水
の
沢
ま
で
で
も
疲
れ
ま
し
た
。
望
岳
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谷口　誇吾郎君（中央）

河原で実地学習（石のお話その１）

コースター作りにチャレンジ

夕食は屋外でカレーライス

夜の部勉強会（石のお話その２）

夜の部勉強会（宇宙の不思議）

登山学習の前の体操

登山学習会（実地学習）

ヒュッテ前でオリエンテーション
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会費の継続納入・ご寄付 
ありがとうございます !

 

夕張岳の自然に興味のある方、当会の活動に関心を
お持ちの方は、ユウパリコザクラの会へ入会または
ご寄付をよろしくお願い致します。 
年会費　２，０００円　家族会員　３，０００円
名義 : ユウパリコザクラの会
ゆうちょ口座 : ０２７８０－９－４３７４７ 

【お仕事の例】 
・監視パトロール（道委託 / 森林管理署協定） 
・ヒュッテ管理人・維持管理（夕張市委託） 
・高山植物学芸員 / 文化財・森林観察員 
・各関係団体との交流 / 広報・庶務作業

夕張岳ヒュッテの維持管理
と水等建設にご支援を！

 
現在、寄付金につきましては集計中ではありますが、
今年度もたくさんの支援を頂きました。
ありがとうございます。仕掛中でありました五右衛
門風呂も利用可能になり、暖炉の整備等に取り掛か
る予定です。作業はボランティアが無給で行ってい
ますが、資材や諸費用が不足しておりますので、今
一度のご支援をよろしくお願いいたします。 

名義 : 夕張岳ヒュッテ管理運営委員会
ゆうちょ口座 : 02750 － 6 － 97634

平成 30 年度スケジュール（予定含む） 
月 日 各行事内容
10 6（土）～ 8（祝） ヒュッテ冬囲い①

13（土）～ 14（日） ヒュッテ冬囲い②
14（日） 空知自然保護団体交流会（市民イベント）

11 17（土）～ 18（日） ヒュッテ巡視パトロール
24（土） 「市民フォーラム」高山植物保護ネット主催
30（金） 30 周年記念誌初校（予定）

12 29（土）～ 30（日） ヒュッテ状況調査（予定）

1 18（金） 30 周年記念誌校正完了（予定）
26（土）～ 27（日） ヒュッテ屋根雪下ろし（予定）

2 16（土）～ 17（日） ヒュッテ状況調査（予定）

3
20（水） 30 周年記念誌印刷納品（予定）
23（土）～ 24（日） 春山パトロール（予定）

・30 周年記念誌編集員会は随時（1 回 / 月）札幌市Ｌプラザで行う。
・日程予定行事：日程調整後、別途お知らせ予定。

平成 30 年度夕張岳登山者状況
■今年度の入山者数カウンター調べ
・冷水コース 1485 名    馬の背コース約 355 名 

 計 1840 名 昨年の 5 倍強の登山者がありました。

コザクラの会創立 30 周年記念誌進捗 
30 周年記念誌制作委員会では、来年度に当会が創立３０周年を
迎えるにあたり、記念誌の制作を行っており
ます。現状の進捗としては記事が集まり、製
本にする為の校正に取り掛かっています。 
コンセプトは”夕張岳のバイブル”。Ａ５版約
２００ページ弱の内容となる予定です。

ＮＨＫ「さわやか自然百景」ロケ 
■６月の小屋開き後と７月の下旬の延べ 8 日間ほど、NHK の
番組「さわやか自然百景」のロケ隊が、夕張岳ヒュッテを基地
に取材をされました。 
番組はタイトル名「北海道　夕張岳」として総合放送とＢＳプ
レミアムで９月２日全国放送されました。 
映像はドローンを使用した、とても気持ちの良い空撮などがお
りこまれ、見ごたえのある内容になっています。 
見逃してしまった方は「NHK オンデマンド」で￥108 で購入
できます。購入期限：2019 年 9 月 13 日 
詳しくは　https://www.nhk-ondemand.jp/

夕張市立ゆうばり小学校５年生　宿泊学習登山会 
８月 29 日から 30 日に、夕張市立ゆうばり小学校の５年生の宿泊学習登山会が行われ
ました。29 日に朝集合して、ヒュッテに集合。冷水コースを「冷水の沢」までの約 1
時間の体験登山にチャレンジ。下山後ヒュッテ前で昼食後、宿泊先の合宿の宿ひまわり
に宿泊。翌日にユーパロ湖の湖面ツアーを行い、障がい者スポーツ体験を行い学校に戻
るというスケジュールです。コザクラの会のサポートとしては、男子、女子６班に分か
れた班に各 2 名のサポートと、ヒュッテ周りの自然案内等をお手伝いさせていただきま
した。　当初は、山頂までの登山とヒュッテでの宿泊も計画していたようですが、いろ
いろな面でリスクがある為、今年度は上記の内容となったようです。しかしながら、ゆ
うばり小学校の教員やＰＴＡの方々の、「地元の子供にもっと夕張岳を知ってもらいたい」
という熱い思いが日の目を見ることになり、最初の一歩が実現された形となりました。
登山の方も全員が良く指示に従って行動が出来ていて、頑張る姿勢が見られたという事です。ヒュッテでのトイレのトラブルも無
く、来年度へ向けて良い経験値の蓄積ができたと思っています。

大自然に触れるゆうばり小５年生たち

「夕張岳  大いなる自然  ～その魅力を訪ねて～」　（予定内容） 
・夕張岳のおいたちと蛇紋岩メランジュ（中川充先生） 
・夕張の森（鮫島淳一郎先生）　・夕張の植物（堀江健二先生） 
・夕張岳の高山植生（佐藤謙先生）　・夕張岳の鳥類（富川徹先生） 
・夕張岳高山帯の昆虫（福本昭男先生） 
・半世紀前の鳥瞰図から振り返る炭都夕張（コザクラの会） 
・夕張岳登山情報（コザクラの会）　・ヒュッテについて（コザクラの会）
・夕張岳に咲く花々（コザクラの会）　他


